
令和6年度能登半島地震に伴う下水道事業
災害時中部ブロックへの支援派遣の報告 ― 二次調査

湖南市 上下水道事業所 上下水道課

【資料3-2】
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令和6年能登半島地震に係る下水道管渠２次調査

支援先 ：石川県能美市

支援期間：令和6年1月14日（日）～令和6年1月18日（木）

派遣者 ：湖南市上下水道事業所上下水道課
主任技師 林 将孝

湖南市都市建設部土木建設課
技師 福海 峻介

能美市
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1月14（日）

国土交通省、長野県、東京都下水
道局、日本下水道管路管理業協会
等が支援都市職員へ二次調査の概
要について説明。

1月15（月）

実働部隊（管清工業㈱、丸伸工業
㈱）と支援都市（鈴鹿市、湖南
市）を交えて1月16日（火）から
の段取り調整。
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調査前にすぐに取り組まなければならなかった事

①業者の車両置き場の確保【3班×5台 15台程度（移動連絡車含む）】

→能美市上下水道課へ連絡し能美市根上野球場の駐車場を
車両置き場として使用する許可を得た。

②吸引後の下水道管渠内の土砂、汚泥の捨て場の確保

→能美市上下水道課によると土砂は詰まってないと想定して
いる。被害が無い管渠に人孔から流すように指示を受けた。
翌日、万が一のため手取川河川敷沿いに土砂捨てヤードを
確保していただいた。

③道路使用許可状況の確認

→1月15日（月）時点ではまだ降りておらず、本部の指示により一般的な公共工事同様、
9：00～17：00での調査とすることとした。
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1月16（火）～1月18（水） 二次調査

●調査内容
一次調査結果から被災している箇所の管渠清掃、カメラ調査、人孔調査の
実施。

根上野球場に3班が集合し、打合せ
を行ってからそれぞれの調査エリ
アに向かう。

規制準備を行う。 酸素および硫化水素濃度を測定す
る。

管洗浄を行う。 テレビカメラ調査を行う。 人孔調査を行う。
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1月16（火）～1月18（水） 二次調査

●カメラ調査の日進量が伸びなかった原因

能美市提供の下水道台帳ではVUφ200と記載してあるが実際は卵形管で
あったためカメラ自走車のタイヤが卵形管に対応しておらずカメラ調査に
時間を要した。

卵形管により途中でカ
メラ調査車が動けなく
なる可能性があるので
ロープを装着し前方か
ら引っ張っていた。

吸引、洗浄後も人孔内
に滞水している。本管
が途中で折れている可
能性があった。
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まとめ

今回調査した能美市の下水道施設（管路・人孔）は比較的きれいな状態であり、
路面や目視だけでは判断のつかない箇所が多数見受けられた。人孔内に滞水し
ている箇所については何かしらの破損原因が生じているのはすぐわかった。

能美市上下水道課職員も日中は現場対応に追われ、支援に来ている方たちは土
地勘もなく管路の情報も聞く間も無い中で調査しなければならなかった。こう
いった時に下水道台帳がいかに重要かを知ることができた。

滋賀県内でもいつ大きな地震等で災害を受け同じような状況になるかもしれな
いので、こういった経験を各自治体で活かせられるようなノウハウを身につけ
ておく必要があると感じた。
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